
設 置 者 ・ 制 作 者 日英グリーン同盟

設 置 年 月 日 ２００２年(平成１４年)

備 考

２００２年「日英グリーン同盟」によりイングリッシュオークの木が
全国各地に植樹されました。その発育を見守りながら、自然保
護、環境保全、青少年育成を考えようとする動きが全国で展開。
山口日英協会はこの趣旨に賛同し、この動きをより高めていきた
いと考え、イングリッシュオークの木シンポジウムにより植樹され
た。
（山口県民活動スーパーネットHPより引用）

設 置 者 ・ 制 作 者 (社)日本建築士連合会　(社)山口県建築士会

設 置 年 月 日 １９８６年(昭和６１年)１０月

備 考

「未来につなごう文化と歴史！山口大会」のスローガンのもと開
催された建築士会全国大会を記念して、再び山口を訪れた時の
成長を楽しみに各都道府県より寄贈された県木を植樹し友情の
森として造成した。
　　昭和６１年１０月
　　(社)日本建築士会連合会
　　(社)山口県建築士会

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県ラグビーフットボール協会

設 置 年 月 日 １９７７年(昭和５２年)５月

備 考

□石碑碑文
　万物有情
　これは、山口県ラグビーフットボール協会の育ての親
　滝口純　氏の功績をたたえてここに記念樹したものである。
　　昭和５２年５月
　　山口県ラグビーフットボール協会

設 置 者 ・ 制 作 者 日本青年会議所　山口ブロック協議会

設 置 年 月 日 １９６８年(昭和４３年)１１月１２日

備 考

□石碑碑文
＜正面＞
　前へさらにもう一歩
　明治維新１００年を記念してJC桜の森を贈る
　１９６８年１１月１２日
　日本青年会議所山口ブロック協議会
　下関青年会議所　　山口青年会議所　　岩国青年会議所
　宇部青年会議所　　徳山青年会議所　　萩青年会議所
　柳井青年会議所　　防府青年会議所　　光青年会議所
　小野田青年会議所　長門青年会議所　美祢青年会議所
　下松青年会議所
＜右横＞
　’６８年会長永田秀一書　記念碑山口青年会議所
＜左横＞
　秋芳大理石株式会社謹製

③　滝口純氏の功績をたたえての記念樹

④　明治維新百年記念植桜木

①　オークの木

②　友情の森



設 置 者 ・ 制 作 者 山口県信用保証協会他　　計１７者

設 置 年 月 日 １９７３年(昭和４８年)

備 考

□石碑碑文：献木
　　山口県信用保証協会
　　野田神社
　　山口青年会議所山口ブロック協議会
　　山口（西京）ライオンズクラブ
　　南ロータリークラブ
　　山口ロータリークラブ
　　田中義之
　　志賀脩
　　山口ロータリークラブ創立二十周年記念事業
　　山口県造園建設協同組合
　　関西緑地造園株式会社
　　株式会社下関植木
　　宇部緑地株式会社
　　株式会社大木芳樹園
　　有限会社多々良造園
　　徳山植木造園株式会社
　　内山緑地建設株式会社
　　順不同

設 置 者 ・ 制 作 者 農林中央金庫山口支店

設 置 年 月 日 １９７４年(昭和４９年)３月

備 考

□碑文
　創立５０周年記念植樹
　　昭和４９年３月
　農林中央金庫山口支所

孔子杏壇講学像を建立の際、園路を整備するため梅園付近に
あった石碑を移設したもの。

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県西京ライオンズクラブ　京都洛東ライオンズクラブ

設 置 年 月 日 ２０１２年(平成２４年)６月

備 考

□標柱
＜正面＞
山口県西京ライオンズクラブ
京都洛東ライオンズクラブ
姉妹提携３５周年記念植樹
＜右横＞
祝　山口西京ライオンズクラブ結成四十五周年
　　　京都洛東ライオンズクラブ
　　　　平成二十四年六月

⑤　献木

⑥　創立５０周年記念植樹農林中央金庫山口支店

⑦　山口県西京ライオンズクラブ・京都洛東ライオンズクラブ姉妹提携３５周年記念植樹



設 置 者 ・ 制 作 者 山口県親木会

設 置 年 月 日 ２００３年(平成１５年)３月

備 考

□碑文
　創業３０周年記念植樹
　　　　　　　平成１５年３月
　　　　　　　山口県親木会

□樹木プレート
　Chionunthus retusus　ヒトツバタゴ

別名ナンジャモンジャ。分布域がごく限られている珍しい木
で、初夏、白花が樹冠いっぱいに咲きます。（モクセイ科）

設 置 者 ・ 制 作 者 山口陸上競技協会

設 置 年 月 日 ２００４年(平成１６年)

備 考

□　標柱
＜正面＞
　田島直人記念陸上競技大会記念樹
＜右面＞
　兼　小学生中学生高校生育成強化陸上競技大会
＜左面＞
　一九三六年　ベルリン・オリンピックオーク　孫生
＜裏面＞
　二〇〇四年一〇月　山口陸上競技協会

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県

設 置 年 月 日 １９８４年(昭和５９年)５月

備 考

□標札
＜正面＞
　山口県スポーツ文化センター
＜右＞
　昭和５９年５月　山口県知事　平井龍書

設 置 者 ・ 制 作 者 大晃ホールディングス株式会社

設 置 年 月 日 ２０１９年(令和元年)

備 考

□標札
　維新大晃アリーナ
　ISHIN-TAIKO ARENA
　ネーミングライツによる(H31.4.1)

⑩　山口県スポーツ文化センター

⑪　維新大晃アリーナ

⑧　山口県親木会創業30周年記念植樹

⑨　田島記念陸上競技大会記念樹



設 置 者 ・ 制 作 者 山口県

設 置 年 月 日 ２０１１年(平成２３年)

備 考

□標札
　Ishin Memorial Athletic Stadium
　維新百年記念公園陸上競技場
　ネーミングライツによる
　「維新みらいふスタジアム」(H31.1.12)

設 置 者 ・ 制 作 者 HITOSHI　ITOU

設 置 年 月 日 １９７２年(昭和４７年)

備 考
二人の少女が互いに手をあげ、激しくまた軽やかに舞い、躍動美
の中に子供の夢と希望があふれている。

設 置 者 ・ 制 作 者 山東省芸術学院 王 黎明　　摩衛東　　　　山口県

設 置 年 月 日 ２００７年(平成１９年)１１月

備 考

孔子杏壇講学像
　－孔子とその弟子たちの像－
　この孔子と弟子たちの像は、山口県と山東省の友好協定締結２
５周年を記念して山東省が寄贈するものです。
　孔子は、紀元前５５１年に山東省の曲阜に生まれた中国古代の
偉大な思想家、教育家であり、儒学の創始者です。
　孔子には、七十二賢人をはじめ三千人の弟子がいたと伝えら
れており、この像は、孔子が杏壇で５人の弟子に教えを説く姿を
現しています。
　像は、向かって左から冉求、子路、顔回、孔子、曾参、子貢の順
に配置されています。
　　　平成１９年１１月
　　　山東省贈呈文（右記）を翻訳

設 置 者 ・ 制 作 者 作　長嶺武四郎　　　贈呈者　友愛青年同志会山口支部

設 置 年 月 日 １９６３年(昭和３８年)

備 考
旧補助陸上競技場（ちょるる広場）南側に設置されていた。
陸上競技場の改築に伴い移設された。
位置は従前とほぼ同位置である。

⑮　競技者

⑬　子供の四季

⑭　孔子杏壇講学像ー孔子とその弟子たちの像ー

⑫　維新みらいふスタジアム



設 置 者 ・ 制 作 者 作　佛子泰夫　　　贈呈者　山口ライオンズクラブ

設 置 年 月 日 １９６３年(昭和３８年)

備 考
第18回山口国体の開催を記念する奉仕活動事業として建立。
陸上競技場正面に設置されていたが、平成23年の陸上競技場改
築に伴い、現位置に移設された。

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県

設 置 年 月 日 １９７３年(昭和４８年)１１月２２日

備 考

□碑文
　花とみどりと太陽と
　　　昭和４８年１１月２２日
　　　山口県知事　橋本　正之

維新百年記念公園の名称は、明治百年を記念して建設省が全
国10ヶ所したことに由来しおり、昭和48年11月22日が都市公園と
して開園した日付です。

設 置 者 ・ 制 作 者

設 置 年 月 日 １９６２年(昭和３７年)３月

備 考

□碑文
　第１８回国民体育大会会場
　として本競技場を建設する
　にあたり陸上自衛隊によって
　この地を整地す

設 置 者 ・ 制 作 者

設 置 年 月 日 １９４２年(昭和１７年)８月

備 考

□碑文
＜正面＞
　揚水施設記念
＜右横＞
　昭和十七年八月
＜左横＞
　世話人　○田保太郎
　　　　　尾崎源一
　　　　　大仲○○

⑲　揚水施設記念碑

⑯　栄光

⑰　花と緑と太陽と

⑱　第18回国民体育大会会場建設の陸上自衛隊整地の碑



設 置 者 ・ 制 作 者

設 置 年 月 日 １９６３年(昭和３８年)

備 考
□碑文
　第１８回国民体育大会開催記念
　山口県陸上競技場建設寄付者芳名碑(９７団体)

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県

設 置 年 月 日 ２０１２年(平成２４年)

備 考

御製

　山口と
　被災地の火を
　合はせたる
　炬火持ちて走者
　段登り行く

この御製は「おいでませ!山口国体」の開催を記念して、天皇陛下
が詠まれたたものです。

　

設 置 者 ・ 制 作 者 (社)日本公園緑地協会

設 置 年 月 日 １９８９年(平成元年)７月

備 考

□標札
　日本の都市公園100選
　　維新百年記念公園
　　　　平成元年7月　緑の文明学舎
　　　　社団法人日本公園緑地協会

　
　

設 置 者 ・ 制 作 者 山口大学教育学部美術講師

設 置 年 月 日 １９７３年(昭和４８年)３月

備 考

真・善・美の三本柱を山口県の「山」の文字に形どって、天に向
かって限りなく前進することを表現している。
当公園の開園の年に建立。

高さ　２５ｍ（鉄筋コンクリート製）

㉒　日本の都市公園100選

㉓　記念塔

⑳　第18回国民体育大会開催記念　山口県陸上競技場建設寄付者芳名碑

㉑　御製碑



設 置 者 ・ 制 作 者 田中米吉

設 置 年 月 日 １９９３年(平成５年)

備 考

□説明版(プレート)
　ドッキングＮＯ．８５－１９８３
　１９８３年作　第１０回現代日本彫刻展
　　　　　　　　　埼玉県立美術館賞
　１９９３年設置　寄贈者　田中米吉

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県・中国山東省

設 置 年 月 日 １９９２年(平成４年)５月

備 考

□記念碑
　山東省山口県締結友好関係１０周年
　　濼亭
　中華人民共和国山東省人民政府
　　　　　　　　　　　贈　１９９２年５月

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県

設 置 年 月 日 １９６３年(昭和３８年)１０月　　移設２０１１年(平成２３年)

備 考

□碑文
　第１８回国民体育大会
　炬火台
　昭和３８年１０月

第１８回国民体育大会の開会式会場である旧陸上競技場の炬火
台である。
平成２３年の陸上競技場改築に伴い移設された。

設 置 者 ・ 制 作 者 山口県

設 置 年 月 日 ２０１１年(平成２３年)

備 考

このモニュメントは、平成２３年「おいでませ！山口国体」「おいで
ませ！山口大会」の開催を記念して、萩焼の陶板の１枚１枚に県
民の皆様のお名前を刻印し、これを組み合わせて両大会のマス
コット「ちょるる」を制作したものです。

陶板枚数
　縦　６２枚、横　５０枚　＝　３，１００枚

㉗　モニュメントちょるる

㉕　濼亭「跡」

㉖　第１８回国民体育大会炬火台

㉔　ドッキング(表面)No.85-1983


